
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律


〈
所
得
税
法
の
一
部
設
正
)


第
一
条

所
得
税
法
(
昭
和
盟
十
年
法
律
第
三
十
三
号
)

の
一
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
百
四
十
匹
条
」
を

「
第
二
百

十
三
条
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
第
三
十
四
号
の
三
中
「
扶
養
護
援
の
」
を
「
控
除
対
象
扶
養
親
族
の
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
十
四

号
の
囲
と
し
、

問
項
第
三
十
四
号
の
二
中
「
扶
養
議
接
の
」
を
「
控
除
対
象
扶
養
親
族
の
」
に
、

「
十
六
歳
」
を
「
十
九

歳
」
に
改
め
、

開
号
を
同
事
第
三
十
密
号
の
三
と
し
、

関
項
第
一
ニ
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
四
の
二

控
除
対
象
扶
養
親
接

扶
養
毅
族
の
う
ち
、
年
齢
十
六
議
以
上
の
者
を
い
う
。

第
九
条
第
一
項
第
十
七
号
を
問
要
第
十
八
号
と
し
、

持
活
(
第
十
六
号
中
「
損
害
保
験
契
約
」
を

「
保
総
裁
法
(
平
成
七
年

法
律
第
百
五
号
)
欝
ニ
条
第
屈
指
山
〈
出
金
一
報
〉
に
規
定
す
る
損
害
復
毅
会
社
又
誌
開
条
第
九
現
に
綱
定
す
る
外
国
損
害
保
険
会

社
等
の
締
結
し
た
保
競
契
約
い
に
改
め
、
陪
号
を
問
項
第
十
七
号
と
し
、
問
項
第
十
五
号
を
以
内
環
搭
十
六
号
と
し
、
問
現
第

十
四
号
を
問
項
第
十
宜
号
と
し
、
陪
離
れ
第
十
一
一
一
仰
げ
の
次
に
次
の
一
口
げ
を
加
え
る
か

十
四

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
又
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
金
に
お
い
て
特
に
礎
搾
な
成
繍
必
収
め
た
者
そ
表
彰
す

c 

C 



る
も
の
と
し
て
財
開
法
人
口
本
オ
ワ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
(
平
成
光
年
八
万
七
日
に
財
団
法
人
記
本
オ
リ
ン
ぜ
ツ
ク
委
員

会
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。
)
、
財
団
法
人 

本
聾
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
(
昭
和
盟
十
年
五
月
二
卜

E
に
財
団
法
人
日
本
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。
)

そ
の
他
こ
れ
ら
の

法
寸
人
に
加
闘
し
て
い
る
団
体
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
か
ら
交
付
さ
れ
る
金
品
で
財
務
大
監
が
指
定
す
る
も
の

鶏
ニ

E

間
条
第
一
一
桜
中
「
〈
平
成
七
年
法
律
第
百
草
川
η
〉
日
を
剤
り
、

「
収
誌
の
分
配
仕

の
下
に
「
法
人
税
法
筋
一
一
条

第
ト
一
一
号
の
卜
五
に
規
定
す
る
瀧
格
現
物
分
配
に
保
る
も
の
を
隷
く
。
〕
を
加
え
る
。

第

五
条
第
一
項
中
「
蔀
額
」
の
下
に
「
(
同
条
第
十
二
号
の
十
五
に
規
定
す
る
適
格
現
物
分
配
に
係
る
資
産
に
あ
っ

て
は
、
当
該
法
人
の
そ
の
十
父
母
の
直
需
の
当
該
資
産
の
帳
簿
値
額
に
認
当
す
る
金
額
)
」
を
加
え
る
。

第
五
卜
ニ
条
第
一
一
明
中
「
会
社
…
史
生
詑
〈
平
成 
l
凶
年
法
律
第
五
五
十
四
号
)
の
規
定
に
よ
る
」
を
削
る
。

第
双
十
七
条
の
閉
第
一
壌
中
「
場
合
い
の
下
に
「
又
は
そ
の 
mm椋
そ
発
行
し
た
法
人
の
行
っ
た
詩
条
第
十
二
時
の
十
六
に

規
定
す
る
適
格
株
式
交
換
〈
当
毅
法
人
の
株
主
に
株
式
交
換
完
全
親
法
人
の
株
式
そ
の
簡
の
紫
麓
が
交
付
さ
れ
な
か
っ
た
も

の
む
閉
山
る
。
)
に
よ
り
当
該

株
を
有
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
場
合
」
を
加
え
、

「
マ
〈
は
第
三

五
条
(
雑
所
得
〉
」
を

「
、
第
三
十
五
条
(
雑
所
得
)

叉
法
第
五
十
九
条
(
贈
与
等
の
場
合
の
譲
渡
所
得
等
の
特
持
)
」
に
、

必

ゃ

寝 
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「
当
該
旧
株
の
譲
渡 
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が
」
を
「
こ
れ
ら
の
旧
株
の
譲
渡
又
は
贈
与
が
」
に
改
め
る
。

第
七
十
六
条
第
一
項
中
「
、
生
命
探
検
契
約
等
」
を
「
、
奈
生
命
保
険
契
約
等
に
係
る
謀
挨
料
若
し
く
は
掛
金
(
第
五
要

第
一
門
汚
か
ら
第
一
一
一
号
ま
で
立
掲
げ
る
祭
給
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
生
存
又
は
死
亡
に
基
部
し
て
一
定
額
の
保
険
金
、
共
護

金
そ
の
他
の
給
付
金
〈
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
保
険
金
等
い
と
い
う
。
〉
そ
支
払
う
こ
と
を
約
す
る
部
分
〈
第
一
一
一
現
に
お

「
生
存
死
亡
部
分
」
と

ぅ
。
〉
に
係
る
も
の
そ
の
能
政
令
で
定
め
る
も
の
に
隠
る
も
の
と
し
、
次
項
に
踊
定
ず
る
分

護
霊
療
保
険
料
及
、
び
第
三
項
に
規
定
す
る
新
個
人
年
金
課
験
耗
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
寝
に
お
い
て

「
新
生
命
謀
議

料
い
と
い
う
。
)
又
は
記
生
命
保
験
契
約
等
」
に
、

年
金
保
険
料
」
そ
「
出
個
人
年
金
探
険
料
い
に
、

「
又
は
掛
金
(
次
項
」
を

「
若
し
く
は
掛
金
(
第
三
項
」
に
、

「
鑓
入

「
「
生
命
保
綾
料
」
い
を
「
「
出
金
命
保
験
料
い
」
に
改
め
、
同
項
各
号

を
・
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

新
生
命
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
(
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
〉

次
に
掲
げ
る
場
合
の
臨
分
北
応
じ
そ
れ

ぞ
れ
次
に
定
め
る
金
額

イ

そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
新
生
命
保
険
料
の
金
額
の
合
計
額
(
そ
の
年
に
お
い
て
新
生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
頼

余
金
の
分
離
若
し
く
は
割
戻
金
の
制
一
段
し
を
受
け
、

又
は
新
生
命
保
険
興
約
等
に
基
づ
き
分
配
そ
受
け
る
剰
余
金
若

i、{ 
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し
く
は
割
戻
し
を
受
サ
る
欝
一
決
金
を
も
っ
て
新
生
命
保
険
料
の
払
込
み
に
充
て
た
場
合
に
は
、
当
誠
鵜
余
金
メ
は
割

一
一
民
金
の
額
〈
新
候
命
保

に
係
る
部
分
の
金
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
に
限

る
。
〉
を
控
除
し
た
残
態
。
以
下
こ
の
号
及
、
び
鵠
一
一
一
吟
イ
に
お
い
て
同
じ
。
)
が
ニ
万

で
あ
る
場
合

口
合
計
額

そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
続
生
命
保
険
料
の
金
額
の
合
一
計
額
が
ニ
万
円
を
越
え
四
万
円
以
ド
で
あ
る
場
合

と
羽
詰
台
計
額
か
ら
…
一
万
問
を
持
除
し
た
金
額
の
て
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
と
の
合
計
額

そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
新
生
命
誌
験
料
の
金
額
の
合
計
額
が
四
万
円
を
超
え
八
万
円
以
下
で
あ
る
場
合

と
当
該
合
計
額
か
ら
詔
万
円
を
控
諒
し
た
金
額
の
由
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
と
の
合
五
郎
額

ニ
そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
新
生
命
保
設
料
の
金
額
の
合
計
額
が
八
万
円
を
超
え
る
場
合

密
万

旧
生
命
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
(
次
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
)

次
に
掲
げ
る
場
合
の
思
分
に
応
じ
そ
れ
、
ぞ

れ
次
に
定
め
る
金
額

そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
限
生
命
保
険
'
料
の
金
額
の
合
計
額
〈
そ
の
年
に
お
い
で
間
生
命
保
険
撰
給
等
に
議
づ
く
剰

余
金
の
分
配
較
し
く
は
鰐
一
決
金
の
制
約
一
課
し
そ
受
け
、

又
は
旧
生
命
保
険
契
約
等
に
載
っ
ぢ
分
説
を
焚
け
る
剰
余
金
持

当
該

ニ
万
円

三
万
丹



ロ
し
く
は
翻
演
し
を
受
け
る
鶴
一
戻
金
を
も
っ
て
旧
生
命
保
険
料
の
払
込
み
に
充
て
た
場
合
た
は
、
当
鋲
剰
余
金
又
は
割

…
…
決
金
の
額
(
間
生
命
保
設
料
に
係
る
部
分
の
金
額
に
限
る
。
〉
を
控
体
附
し
た
残
額
。
以
下
と
の
号
及
お
次
号
ロ
に
お

い
て
問
問
、
じ
。
)
が
二
万
五
千
円
以
下
で
あ
る
場
合

当
該
合
計
糠

そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
旧
生
命
保
険
料
の
金
額
の
合
計
額
が
二
万
五
千
円
を
超
え
五
万
丹
以
下
で
あ
る
相
場
合

万
五
千
円
と
当
一
競
合
計
額
か
ら
一
一
万
五
千
円
を
控
除
し
た
金
額
の
ニ
分
の
一
に
抑
制
当
す
る
金
額
と
の
合
計
額

そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
沼
金
命
保
険
料
の
金
額
の
合
計
額
が
五
万
円
を
越
え
十
万
男
以
下
で
あ
る
場
合

千
百
百
円
と
当
談
合
計
額
か
ら
五
万
円
を
開
除
し
た
金
額
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
と
の
合
計
額

そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
出
生
命
保
験
料
の
金
額
の
合
計
額
が
十
万
円
を
超
え
る
場
合

五
万
白
川

新
生
命
保
験
料
及
び
出
生
命
保
験
料
を
支
払
っ
た
場
合
そ
の
支
払
っ
た
次
に
掲
げ
る
保
験
料
の
区
分
に
応
じ
そ
れ

ぞ
れ
次
に
定
め
る
金
額
の
合
計
額
(
当
談
合
計
額
が

万
円
を
題
え
る
場
合
に
は
、

四
万
円
)

新
生
命
探
険
料

そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
新
生
命
探
験
料
の
金
額
の
合
計
額
の
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
マ
に
掲
げ
る

場
合
の
区
分
に
誌
じ
そ
れ
ぞ
れ
問
符
イ
か
ら
こ
ま
で
に
定
め
る
金
額

旧
生
命
保
険
料

そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
沼
生
命
保
険
料
の
金
額
の
合
計
額
の
前
号
イ
か
ら
こ
ま
で
に
掲
げ
る
場

S‘ 
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10 告

合
の
区
分
に
部
じ
そ
れ
ぞ
れ
間
号
イ
か
ら
こ
ま
で
に
定
め
る
金
額

第
七
十
六
条
第
五
項
中
「
第
一
項
及
び
第
二
項
」
そ

し
、
同
条
第
四
議
中
「
第
三
聴
い
を
「
第
三
聴
い
に
、

v

「
第
一
一
項
か
ら
第
四
環
ま
で
い
に
改
め
、
問
墳
を
開
条
第
十
一
項
と

「
鰭
人
年
金
保
険
契
約
等
と
は
、
前
明
第
一
己
目
安
「
新
紹
個
人
年
金

保
験
契
約
等
と
は
、
平
成
ニ
十
留
年
一
月 

以
後
記
締
結
し
た
第
況
項
第
一
等
い
に
、

A
B

「
に
限
る
。
)
」
を
「
(
次
項
に

お
い
て
「
年
金
給
付
契
約
い
と
い
う
。
)
に
隠
る
も
の
と
し
、
失
効
し
た
問
向
日
前
に
締
結
し
た
当
該
契
約
が
向
日
以
後
に
催

活
し
た
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
奨
約
」
と
い
う
。
)
又
は

約
」
に
改
め
、
部
門
悩
棋
を
同
条
第
八
項
と
し
、
問
問
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

の
保
険
契
約
に
限
帯
し
て
締
結
し
た
新
製

第
二
壌
に
規
中
必
ず
る
沼
栢
人
年
金
保
険
契
約
等
と
は
、
平
成
立
十
三
年
十
二
月
三
十
一
割
以
前
に
締
結
し
た
第
六
項
潟

一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
契
約
〈
年
金
給
付
拠
約
に
限
る
も
の
と
し
、
失
効
し
た
向
日
以
前
に
締
結
し
た
部
該
契

約
が
白
川
日
後
に
機
話
し
た
も
の
そ
合
告
。
)
の
う
ち
、
前
職
各
号
に
掲
げ
る
擦
件
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
い
う
。

平
成
一
一
十
組
年
一
月
一
日
以
後
に
第
六
項
乙
規
惣
す
る
沼
生
命
保
検
契
約
等
又
は
前
項
に
規
定
す
る
由
偶
人
年
金
保
設

契
約
等
に
関
帯
し
て
第
五
礎
、
第
七
項
又
は
第
八
項
に
規
症
す
る
薪
契
約
そ
締
結 

た
場
合
に
は
、
当
絞
侶
生
命
保
険
製

L

約
等
又
は
旧
個
人
年
金
保
験
契
約
等
は
、
同
日
以
後
に
締
結
し
た
挺
約
と
み
な
し
て
、
第
‘
鳴
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
七

六

。
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七

項
及
び
第
八
壌
の
規
定
を
適
用
す
る
。

第
七
十
六
条
第
三
項
中
「
生
命
保
設
契
約
等
と
は
、
次
に
掲
げ
る
契
給
又
は
規
約
」
を
「
新
生
命
保
検
契
約
等
と
は
、
平

成
一
一
十

年
一
月
一
日
以
後
に
締
結
し
た
次
に
掲
げ
る
契
約
(
失
鶏
し
た
同
日
前
に
締
結
し
た
当
該
契
約
が
同
日
以
後
に
護

措
し
た
も
の
そ
験
く
。
以
下
こ
の
壊
に
お
い
て
吋
新
契
約
」
と
い
う
。
〉
若
し
く
は
他
の
保
験
摂
約
〈
共
済
に
係
る
契
約
を

合
w h

u
a

第
七
現
及
び
第
八
現
に
お
い
て
謂
じ
。
〉
に
附
帯
し
て
締
結
し
た
新
契
約
又
は
向
日
以
後
に
嬬
定
給
付
企
業
年
金
法

第
三
条
第
一
項
第
一
号
(
確
定
給
対
企
業
年
金
の
実
施
〉
そ
の
地
致
令
で
定
め
る
規
定
(
次
項
に
お
い
て

「
承
認
規
定
」
と

い
つ
。
)
の
承
認
を
受
け
た
第
四
号
に
掲
げ
る
規
約
若
し
く
は
百
円
条
第
一
一
鴇
第
二
号
そ
の
地
政
令
で
定
め
る
規
定
(
次
項
に

お
い
て

「
認
可
規
定
」
と
い
う
。
〉

の
認
可
授
受
け
た
同
号
に
規
定
す
る
基
金
〈
次
項
に
お

期
間
号
に
掲
げ
る
規
約
〈
以
下
こ
の
現
及
び
次
現
に
お
い
て

「
新
親
約
」
と
総
称
す
る
。
〉
」
に
、

約
」
を
「
こ
れ
ら
の
新
契
約
又
泣
新
規
約
〕
に
、

「
保
換
金
、
年
金
、
共
済
金
又
は
一
時
金
〈
こ
れ
ら
に
類
す
る
給
μ
付
金
そ

含
む
。
)
」
を
「
保
険
金
等
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
生
命
担
保
険
契
約
」
を
「
提
験
実
務
」
に
、

輪
金
等
い
に
殺
め
、

の
下
に
「
〈
次
項
に
お
い
て
「
特
定
保
険
契
約
い
と
い
う
。
)
」
を
加
え
、
問
項
第

て

吋
基
金
」
と
い
う
。
〉

「
出
核
抑
問
約
又
は
捜

「
保
験
金
」
を
「
保

「定� め
る
も
の
」

一
一
号
中
「
簡
易
生
命
保
験
契
約
い
�
 mw
下
に
「
〈
次
噛
及
、
び
第
七
壊
に
お
い
て

「
悶
簡
易
生
命
線
鉄
製
約
」
と
い
う
。
〉

の》つ の

c 
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八

第
一
項
に
規
定
す
る
旧
生
命
保
険
契
約
等
と
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前
に
締
結
し
た
次
に
掲
げ
る
契

約
(
失
効
し
た
同
日
以
前
に
締
結
し
た
当
該
契
約
が
同
日
後
に
復
活
し
た
も
の
を
含
む
。
)

又
は
同
日
以
前
に
承
認
規
定

の
承
認
を
受
け
た
第
五
号
に
掲
げ
る
規
約
若
し
く
は
認
可
規
定
の
認
可
を
受
け
た
基
金
の
同
号
に
掲
げ
る
規
約
(
新
規
約

を
除
く
。
)

の
う
ち
、
こ
れ
ら
の
契
約
又
は
規
約
に
基
づ
く
保
険
金
等
の
受
取
人
の
す
べ
て
を
そ
の
保
険
料
若
し
く
は
掛

金
の
払
込
み
を
す
る
者
又
は
そ
の
配
偶
者
そ
の
他
の
親
族
と
す
る
も
の
を
い
う
。

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
契
約

旧
簡
易
生
命
保
険
契
約

生
命
共
済
契
約
等

前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
生
命
保
険
会
社
若
し
く
は
外
国
生
命
保
険
会
社
等
又
は
保
険
業
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定

ち
生
存
又
は
死
亡
に
基
因
し
て
一
定
額
の
保
険
金
等
が
支
払
わ
れ
る
も
の
」
を
加
え
、
同
項
第
三
一
号
中
「
類
す
る
共
済
に
係

る
契
約
」

の
下
に
「
(
次
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て

「
生
命
共
済
契
約
等
」
と
い
う
。
)

の
う
ち
生
存
又
は
死
亡
に
基
因
し

て
一
定
額
の
保
険
金
等
が
支
払
わ
れ
る
も
の
」

を
加
え
、
同
項
第
四
号
を
削
り
、
同
項
第
五
号
中
「
(
確
定
給
付
企
業
年
金

の
実
施
)
」

を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 



? 
Ii 

す
る
損
害
保
険
会
社
新
し
く
は
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
外
国
掻
纂
保
険
金
社
等
の
締
結
し
た
ム
税
務
又
は
身
体
の
犠
窓
口

そ
の
鵠
こ
れ
ら
に
殺
す
る
事
由
に
廿
諮
問
似
し
て
保
険
金
等
が
支
払
わ
れ
る
保
験
契
約
〈
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
、
部
険
金

等
の
支
払
一
挙
協
が
身
体
の
傷
容
の
み
に
基
悶
ず
る
こ
と
と
ぢ
れ
て
い
る
も
の
、
持
定
保
険
契
約
、
当
該
外
国
生
命
揺
験

会
社
等
又
は
当
該
外
出
制
柵
鋼
管
保
険
会
社
等
が
国
外
に
お
い
て
締
結
し
た
も
の
そ
の
地
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
)

の
う
ち
、

歪
療
襲
等
支
払
事
密
に
茶
一
因
し
て
諜
換
金
等
が
支
払
わ
れ
る
も
の

能
項
第
四
号
に
掲
げ
る
規
約
又
は
契
約

第
ニ
壌
に
規
定
す
る
介
護
産
療
保
険
興
約
等
と
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
一
割
以
後
に
締
結
し
た
次
に
掲
げ
る
契
約

〈
失
効
し
た
向
日
誤
記
締
結
し
た
当
該
契
約
が
向
日
以
後
に
機
活
し
た
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
新
契

約
」
と
い
う
。
〉

又
は
能
の
探
険
契
約
に
脳
間
帯
し
て
締
結
し
た
新
契
約
の
う
ち
、
こ
れ
ら
の
新
契
約
に
基
づ
く
探
検
金
等

の
受
取
人
の
す
べ
て
そ
そ
の
保
験
料
粧
し
く
は
似
献
金
の
払
込
み
を
す
る
者
又
は
そ
の
艶
偶
者
そ
の
地
の
親
族
と
す
る
も
の

を
い
う
。前

項
第
路
号
に
掲
げ
る
契
約

挟
病
又
は
身
体
の
議
書
そ
の
品
開
こ
れ
ら
に
類
す
る
事
由
に
慕
凶
し
て
探
検
金
等
が
支
払
わ
れ
る
旧
簡
易
投
命
保
険
契

/
t
¥
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， 
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結
又
は
生
命
共
済
契
約
等
(
第
五
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
、
保
換
金
等
の
支
払
事
由
が
'
身
体
の
儀
害
の

み
に
基
一
冒
す
る
も
の
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
)

の
う
ち
医
療
費
等
支
払
事
由
に
什
投
出
し
て
料
開
験
金
等
が

支
払
わ
れ
る
も
の

議
七
ふ
ー
ん
ハ
条
第
二
慣
例
中
「
、
個
人
年
令
部
験
契
約
等
」
な
「
、
新
僻
人
年
令
絡
機
契
約
等
に
係
る
保
輸
料
若
し
く
泣
掛
金

〈
金
存
死
亡
部
分
に
係
る
も
の
に
限
る
。
円
払
下
こ
の
壌
に
お
い
て

新
個
人
年
金
保
験
料
」
と
い
う
。
)
又
は
間
関
鰐
人
年
金

保
険
契
器
等
」
に
、

「
又
は
掛
金
(
」
を
「
若
し
く
は
組
献
金
(
」
に
、

傷
害
」
に
、

「
保
険
金
、
共
済
金
そ
の
他
の
給
付
金
」
を

「
保
険
金
等
」
に
、

年
金
保
験
料
い
」
に
改
め
、
岡
市
制
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

B

「
身
体
の
護
害
又
は
疾
病
」
を
「
疾
病
又
誌
身
体
の

「
「
鰐
人
年
金
保
険
料
」
」
を
「
「
沼
罷
人

新
鶴
人
年
金
保
険
料
そ
支
払
っ
た
場
合
〈
線
一
一
一
坊
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
〉

次
に
掲
げ
る
場
合
の
際
分
に
応
じ

そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
金
額

イ

そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
新
個
人
年
金
保
鍛
料
の
金
額
の
合
計
額
(
そ
の
年
に
お
い
て
新
恒
人
年
金
保
験
契
約
等
ピ

基
づ
く
剰
余
金
の
分
配
若
し
く
詰
割
戻
金
の
割
戻
し
を
受
け
、
又
は
新
知
他
人
年
金
探
険
契
約
等
に
基
づ
き
分
記
を
受

け
忍
剰
余
金
若
し
く
は
割
一
炭
一
し
を
受
け
る
割
前
一
炭
一
金
を
も
っ
て
新
個
人
年
金
保
験
料
の
払
込
み
に
充
て
た
場
合
に
段
、

O 


。
 

o 
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イ ロ
当
該
剰
余
金
又
は
富
一
決
金
の
額
(
新
鱈
人
作
金
保
綾
料
比
係
る
部
分
の
金
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

計
算
し
た
金
額
に
椴
る
。
)
を
照
除
し
た
残
額
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
三
号
イ
に
お
い
て
部
門
じ
。
〉
が
こ
万
円
一
以
下

で
あ
る
場
合

当
該
合
計
額

そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
新
個
人
年
金
保
験
料
の
金
叡
の
合
計
織
が
二
万
沼
け
を
組
え
間
万

以
下
で
あ
る
場
合

湾
出
け
と
当
競
合
計
額
か
ら
こ
万
丹
を
控
除
し
た
金
額
の
一
一
分
の
…
に
相
当
す
る
金
額
と
の
合
計
額

ハ
そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
新
個
人
年
金
採
険
料
の
金
額
約
合
計
額
が
鶴
万
円
を
超
え
八
万
円
以
下
で
あ
る
場
合

万
阿
と
当
該
合
計
額
か
ら
四
万
田
け
を
控
除
し
た
金
額
の
四
分
の
一 

相
当
す
る
金
額
と
の
合
計
額

M
L

そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
新
個
人
年
金
保
険
料
の
金
額
の
合
一
計
援
が
八
万
円
を
超
え
る
場
合

四
万

出
翻
人
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
(
次
号
む
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
)

次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
、
じ
そ

れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
金
額

そ
の
年
中
に
支
払
っ
た 
mm
鱈
人
年
余
保
験
料
の
金
額
の
合
計
額
〈
そ
の
年
に
お
い
て
旧
錨
人
年
金
保
験
契
約
等
に

基
づ
く
剰
余
金
の
分
配
若
し
く
は
翻
一
炭
金
の
郡
一
演
し
を
受
け
、

け
る
稿
料
余
金
若
し
く
は
叡
裂
し
を
受
け
る
割
頭
金
を
も
っ
て
旧
個
人
年
金
保
続
料
の
払
込
み
に
充
て
た
場
合
に
は
、

マ
〈
は
侶
伺
人
年
金
保
倹
契
約
等
に
基
づ
き
分
艇
を
受



当
該
機
余
命
又
は
割
…
際
金
の
刺
繍
〈
悶
倒
人
年
金
保
験
料
に
係
る
部
分
の
金
額
に
限
る
。
)

を
謹
除
し
た
残
額 

話
下

G

イ ノ¥ ロロ
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こ
の
号
及
び
次
号
ロ
に
お
い
て

。
)
が
二
万
五
千

以
下
で
あ
る
場
合

当
該
合
計
額

そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
記
鶴
人
年
金
保
険
料
の
金
額
の
合
計
額
が 

一
万
五
千
刊
を
鎧
え
丘
万
円
以
下
で
あ
る
場
合

一
一
万
瓦
千
円
と
当
核
合
計
額
か
ら
二
万
直
千
円
を
控
除
し
た
金
額
の
二
分
の
一
に
桜
当
ず
る
金
繍
と
の
合
計
額

そ
の
年
中
に
支
払
っ
た 
抑
制
州
人
年
余
保
険
料
の
金
麟
の
合
計
額
が
宜
万
円
を
畑
地
え
十
万
円
以
下
で
あ
る
場
合

万
七
キ
五
百
円
と
当
該
合
計
額
か
ら
五
万
円
を
控
除
し
た
金
額
の
四
分
の
一
に
担
当
す
る
金
額
と
の
合
計
額

m

A

そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
泊
僅
人
年
金
保
険
料
の
金
額
の
合
計
額
が
十
万
円
を
超
え
る
場
合

五
万
円

郎
新
鶴
人
年
金
保
険
料
及
、
び 
mw
部
人
年
金
保
験
料
を
支
払
っ
た
場
合

そ
の
支
払
っ
た
次
に
掲
、
げ
る
保
険
料
の
誕
分
に

応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
絞
め
る
金
額
の
合
計
犠
〈
当
談
合
計
額
が

万
円
を
越
え
る
場
舎
に
誌
、
問
問
万
円
〉

新
総
人
年
金
保
険
料

そ
の
年
小
立
支
払
っ
た
新
個
人
年
金
課
検
料
の
金
額
の
合
計
額
の
第
一
号
イ
か
ら
こ
ま
で

に
揚
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
号
イ
か
ら
こ
ま
で
に
定
め
る
金
額

問
削
搬
入
年
金
保
険
料

そ
の 

児
支
払
っ
た
旧
個
人
年
金
課
検
料
の
金
額
の
合
計
額
の
鵠
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に

持
、
げ
る
犠
合
の
抵
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
問
符
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
金
鱗 
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第
七
十
六
条
第
二
項
を
問
条
第
一
ニ
寝
と
し
‘
山
内
項
の
次
に
次
の
�
 

A

項
を
加
え
る
。

前
一
一
一
壌
の
規
定
に
よ
り
そ
の
締
役
者
の
そ
の
年
分
の
総
所
得
金
額
、
哨
四
職
所
得
金
額
又
は
山
林
所
得
金
額
か
ら
撒
除
す

る
金
額
の
合
計
額
が
十
二
万

組
、
浪
一
職
所
持
金
額
又
は

る。第
七
十
六
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

を
超
え
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
当
誤
法
的
金
者
の
そ
の
年
分
の
総
所
得
金

林
所
得
金
額
か
ち
控
除
す
る
金
額
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
十
二
万
円
と
す

居
住
者
が
、
各
年
に
お
い
て
、
介
護
医
療
保
設
契
約
等
に
探
る
探
検
料
又
は
揺
金
(
痛
説
又
は
診
療
一
燃
に
入
院
し
て
第

七
十
一
一
一
条
第
一
一
明
〈
際
機
費
控
除
〉
に
細
川
殺
す
る
諜
燦
撲
を
支
払
っ
た
こ
と
そ
の
的
閣
の
紋
令
で
絞
め
る
事
由
(
第
六
慣
例
及

び
第
七
事
に
お
い
て

「
匪
議
費
等
支
払
事
由
」
と
い
ヨ
。
)
に
基
出
出
し
て
�
 
mm険
金
等
を
支
払
う
こ
と
を
約
す
る
部
分
に
銀

る
も
の
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
新
生
命
探
険
料
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お

「
介
護
医
療

保
険
料
」
と
い
う
。
〉
そ
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
揚
げ
る
場
合
の
託
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
絞
め
る
金
制
鱗

を
、
そ
の
居
住
者
の
そ
の
年
分
の
総
所
持
金
鎖
、
退
職
所
得
金
額
又
は
山
林
所
得
金
額
か
ら
控
除
す
る
。

そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
介
護
陸
療
保
験
料
の
金
額
の
合
計
額
〈
そ
の
年
に
お
い
て
介
護
医
療
保
設
契
約
等
に
基
づ
く

。

て
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剰
余
金
の
分
離
若
し
く
は
割
援
金
の
校
一
段
し
を
受
け
、

又
は
分
譲
鑑
蝶
保
険
制
穴
約
等
に
基
づ
き
分
配
を
受
け
る
剰
余

若
し
く
は
欝
戻
し
を
受
け
る
欝
一
戻
金
を
も
っ
て
介
護
医
疫
課
験
料
の
払
込
み
に
充
て
た
場
合
に
は
、
当
該
剰
余
金
又
は

割
戻
金
の
額
(
介
護
医
療
保
験
料
に
係
る
部
分
の
金
額
と
し
て
致
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
に

る
。
〉
を
諮
持
し
た
残
額
。
以
下
こ
の
頃
に
お
い
て
問
じ
。
)
が
…
…
万
円
以
下
で
あ
る
場
企

そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
介
議
経
療
保
険
料
の
金
額
の
合
計
額
が
一
一
万
円
を
紹
え
臨
万
円
以
下
で
あ
る
場
合

と
当
該
合
計
額
か
ら
二
万
円
を
控
捺
し
た
金
額
の
一
一
分
の
一
に
穏
当
す
る
金
額
と
の
合
計
額

当
核
合
計
額

一
二
日
そ
の
年
中
立
支
払
っ
た
介
護
医
療
保
険
料
の
金
額
の
合
計
額
が

万
円
を
超
え
八
万
円
以
下
で
あ
る
場
合

と
調
該
合
計
額
か
ら
四
万
円
安
控
離
し
た
金
額
の
四
分
の
ご
い
将
当
ず
る
金
額
と
の
合
計
額

そ
の
年
中
に
支
払
っ
た
介
錨
問
販
嬢
保
験
料
の
金
額
の
合
計
額
が
八
万
円
安
悶
え
る
場
合

万
円

第
七
十
七
条
第
二
議
第
一
号
中
「
損
容
保
験
契
約
」

第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
七
十
八
条
第
一
環
第
一
一
号
を
次
の
よ
う
む
改
め
る
。

二
一
一
千
円 

「
保
険
契
結
」
に
、

ロ
別
条
第
一
ニ
項
第
密
号
」

「
前
条
第
六
項

‘' 
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m

一
一
万
四

万
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第
七
十
九
条
第
ニ
項
中
「
居
住
者
立
障
害
者
で
あ
る
」
を
「
居
住
者
の
」
に
、

「
が
あ
る
↑
場
合
」
を
「
が
障
害
者
で
あ
る

場
合
い
に
改
め
、
問
条
第
一
一
一
議
中
立
約
一
一
市
引
い
を
ぶ
間
正
明
」
に
改
め
、
同
壌
を
開
条
諮
問
噴
と
し
、
同
条
第
二
寝
の
次
に

次
の
一
一
明
を
加
え
る
。

居
住
者
の
艶
除
対
象
盟
偶
者
又
治
扶
養
親
族
が
特
別
轍
害
者
で
、

か
つ
、

そ
の
競
住
者
又
は
そ
の
勝
住
者
の
艶
加
問
者
若

し
く
は
そ
の
居
住
者
と
生
計
を
一
に
す
る
そ
の
他
の
親
族
の
い
ず
れ
か
と
の
問
麗
を
常
撹
と
し
て
い
る
者
で
あ
る
場
合
に

は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
居
住
者
の
そ
の
年
分
の
総
務
得
金
額
、
退
職
所
得
金
額
又
は
山
林
所
得
金
額
か

ら
、
そ
の
特
別
障
害
者
一
人
に
つ
き
七
十
五
万
円
を
控
除
す
る
。

第
八
十
五
条
第
一
一
頃
そ
鰐
り
、
問
問
条
第
三
寝
中
「
第
一
項
」
を
辺
部
嘆
い
む
改
め
、
同
墳
を
問
条
第
工
事
と
す
る
。

第
八
十
四
条
筋
一
一
嶋
中
「
扶
議
鶏
挟
を
〕
品
化
「
腔
除
対
象
扶
縫
親
識
を
い
に
、

「
そ
の
扶
韓
親
嫉
い
を
「
そ
の
控
除
対
象

扶
養
親
族
」
に
改
め
、
開
条
第
一
一
壌
を
剖
り
、
間
条
第
一
一
一
項
中
「
第
一
一
吸
い
を
辺
部
調
れ
い
に
改
め
、
問
璃
を
問
問
条
第
一
一
棋
と

す
る
。第

八
十
五
条
第
二
項
中
「
第
七
十
九
条
第
二
項
」
の
下
に
「
又
詰
第
三
項
」
を
加
え
、

「
特
別
障
害
者
又
註
そ
の
簡
の
障

害
者
」
を
「
問
項
の
規
定
に
該
当
す
る
特
別
障
害
者
(
第
百
八
十
七
条
(
障
害
者
控
除
等
の
適
用
を
受
け
る
者
に
係
る
徴
収

イ� 
f 

li 
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額
)
、
第
吾
九
十
条
第
二
号
ハ
(
年
末
調
整
)
)
第
苔
九
十
西
条
第
一
項
第
三
号
(
給
与
所
一
揮
者
の
扶
養
控
除
等
申
告

議
事
、
議
一
一
言
三
条
の
一
一
一
第
二
巧
ホ
(
徴
収
税
額
〉
及
び
第
二
河
一
一
一
条
の
百
第
一
項
第
五
号
〈
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶

饗
親
挟
等
申
告
審
一
〉
に
お
い
て
「
間
関
特
別
隙
護
者
い
と
い
う
。
)
若
し
く
は
そ
の
他
の
特
別
陣
護
者
又
誌
特
別
賭
聾
者
以

外
の
賂
議
選
い
に
改
め
、
開
条
第
一
…
一
現
中
ぷ
間
三
条
い
そ
「
第
七
十
九
条
か
ら
前
条
ま
で
い
に
改
め
、

「
義
人
扶
議
親
肱
」

り
ト
に
「
若
し
く
は
そ
の
他
の
控
除
対
象
扶
養
親
接
」
を
加
え
、
間
条
第
四
項
仙
台
間
条
第
六
壊
と
し
、
関
条
第
三
墳
の
次
に

次
の
士
褒
を
加
え
る
。

一
の
君
住
者
の
配
偶
者
が
そ
の
居
住
者
む
控
徐
対
象
翠
偶
者
に
該
当
し
、

か
っ
、
他
の
居
住
者
の
扶
蓑
親
旗
に
も
該
当

す
る
場
合
に
ほ
、

そ
の
配
偶
者
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
に
の
み
該
当
す
る
も

の
と
み
な
す
。

士
以
上
の
賠
住
者
の
扶
'
犠
親
族
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ

れ
ら
の
借
金
容
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
の
関
往
容
の
扶
糠
親
雄
に
の
み
餓
当
ず
る
も
の
と
み
な
す
。

第
者
一
念
十
七
条
第
閉
噴
中
叶
事
後
設
立
い
を
「
現
物
分
配
い
に
、

ご
方
の
法
人
又
は
鈎
方
の
法
人
」
を
「
法
人
材
入
は
合

併
等
に
よ
り
資
麗
及
び
負
債
の
移
転
を
費
け
た
法
人
い
位
、

「
出
該
一
方
の
法
人
若
し
く
は
強
方
の
治
人
」
を
「
当
該
合
併

六

O 


U 

¥t 

つ




"


等
を
し
た
法
人
若
し
く
は
当
該
合
併
等
に
よ
り
資
産
及
、
び
負
債
の
移
転
を
受
け
た
迭
人
」
に
改
め
る
。

第
百
六
十
一
条
第
十
時
中
「
生
命
保
検
契
約
、
損
害
保
険
契
約
」
を
「
保
換
業
法
第
一
一
条
第
五
項
(
定
義
)
に
規
定
す
る

致
命
保
験
会
社
又
は
向
条
第
四
現
に
規
定
す
る
機
盤
強
険
会
社
の
締
結
す
る
探
検
探
約
い
に
歌
め
る
。

購
百
七
十
閉
山
条
第
八
口
守
中
「
生
命
保
険
袈
約
若
し
く
は
繍
密
保
険
拠
約
又
拭
こ

(
定
義
)
に
規
定
す
る
保
険
金
社
、

悶
条
第
七
摺
慣
に
規
定
す
る
外
悶
保
険
会
社
等
若
し
く
は
河
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
少

額
短
期
間
保
険
業
者
の
締
結
し
た
保
険
契
約
又
は
こ
れ
」
に
改
め
る
。

ら
」
を
「
保
険
業
法
燦
…
一
条
第
一
一
項

第
百
八
十
五
条
第 

h

寝
第
一
号
及
び
第
三
ロ
ヴ
並
び
に
第
百
八
十
六
条
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
並
び
に
第
二
項
第
一
号
中

扶
養
親
殺

を

控
除
対
象
扶
養
親
族

改
め
る

第
百
八
十
七
条
中
「
扶
懇
親
協
が
一
人
い
そ
吋
披
除
対
象
扶
養
親
族
が
一
人
い
に
、

「
隣
謀
者
が
」
な
「
脇
陣
護
者
又
は
問

藤
特
別
離
寄
者
が
」
に
、

「
そ
の
陣
窓
口
者
一
人
に
つ
き
値
に
一
人
の
扶
議
親
捺
が
」
を
「
こ
れ
ら
の
一
に
該
当
す
る
ご
と
に

控
議
対
象
扶
養
親
族
が
他
に
一
人
あ
る
と
」
に
改
め
る
。

第
百
九
十
条
第
二
号
ロ
中
「
生
命
保
検
料
の
」
を
「
新
生
命
保
険
料
の
金
額
及
び
出
生
命
保
険
料
の
」
に
、

「
寵
入
年
金

保
険
料
の
金
棋
及
、
び
」
を
「
介
護
罰
療
探
検
料
の
金
額
、
同
条
第
二
一
項
に
規
定
す
る
新
組
人
年
金
保
険
料
の
金
鎮
及
、
び
出
留

七
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人
年
金
保
験
料
の
金
額
並
び
に
」
に
設
め
、
問
問
号
八
中
「
特
別
障
害
者
又
昨
そ
の
鵠
の
欝
害
者
」
を
「
問
厨
特
別
韓
申
告
者
若

し
く
誌
そ
の
他
の
特
別
障
害
者
又
は
特
創
出
障
害
者
以
外
の
障
害
者
」
に
、

「
扶
養
親
族
」
を
「
控
除
対
象
扶
養
親
族
」
に
改

め
る
。第

一
段
九
十
路
条
第
一
頃
第
一
一
一
号
市
中
「
特
別
脇
陣
答
者
又
は
そ
の
他
の
障
害
者
」
を
「
田
内
結
特
別
別
鱒
護
者
若
し
く
は
そ
の

特
錦
織
謀
者
又
は
特
別
障
答
者
以
外
の
輸
審
者
」
に
改
め
、
問
項
第
一
な
悶
守
中
「
挟
議
親
旗
の
い
な
「
腔
除
対
象
扶
緩
綴
族

の
」
に
改
め
、
問
項
第
六
号
小
「
扶
養
親
譲
」
を
「
控
除
対
象
扶
養
親
損
い
む
敢
め
る
。

第
百
九
十
五
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
一
一
一
項
中
「
扶
養
親
族
」
を
「
謹
除
対
象
扶
養
親
族
」
に
改
め
る
。

第
百
九
十
六
条
第
一
項
中
「
生
命
保
畿
料
、
偶
人
年
金
保
険
料
」
を
「
新
生
命
保
験
料
、
旧
生
命
保
険
料
、
介
護
医
療
保

絵
料
べ
新
翻
人
年
金
保
険
料
、
旧
紹
人
年
金
保
験
料
。
…
に
改
め
、
同
署
第
一
一
一
号
中
「
生
命
保
険
料
の
」
を
「
新
空
命
保
験
料

の
金
額
及
川 

生
命
保
険
料
の
」
に
、

「
繍
人
年
金
保
険
料
の
金
額
及
、
口
」
そ
「
介
護
庶
疲
保
険
料
の
金
額
、
湾
条
第
五
項

に
規
定
す
る
新
個
人
年
金
保
険
料
の
金
額
及
が
問
倒
人
年
金
保
験
料
の
金
額
設
が
に
い
に
改
め
、
同
条
第
二
璃
中
吋
生
命
保

険
料
の
金
額
、
個
人
年
金
保
険
料
」
を
「
新
生
命
保
険
料
の
令
額
、
出
生
命
探
険
料
の
金
側
側
、
介
護
陸
療
保
験
料
の
金
額
、

薪
舘
人
年
金
保
険
料
の
金
額
、
出
額
人
年
金
保
験
料
」
に
改
め
る
。 

の



第
一
一
百
三
条
の
三
第
一
号
ニ
中
「
に
扶
養
親
族
」
を
「
に
窪
除
対
象
扶
養
親
族
」
に
、

「
扶
養
親
族
の
」
を
「
控
除
対
象

r
扶
養
親
旗
の
」
に
改
め
、
問
号
ホ
中
「
特
別
障
害
者
が
」
を
「
河
居
特
別
障
害
者
又
は
そ
の
飽
の
特
別
障
害
者
が
」
�
 ;。」、� 

て
の
特
別
醸
審
者
に
つ
い
て
は
三
万
五
千
円
い
を
「
そ
の
詩
府
特
別
陣
護
者
に
つ
い
て
は
六
万
ニ
千
五
前
向
と
し
、

そ
の

他
の
特
別
陣
俊
問
者
む
つ
い
て
は
一
一
一
万
蕊
千
円
と
す
る
。
」
に
改
め
る
。

第
二
百
三
条
の
五
第
.
噴
第
四
号
中
「
扶
養
親
族
の
」
を
「
控
除
対
象
扶
養
親
騒
の
い
に
改
め
、
同
明
第
正
号
中

障
害
者
又
は
そ
の
能
の
障
害
者
」
を
「
同
居
特
別
障
害
者
若
し
く
は
そ
の
他
の
特
問
題
害
者
又
は
特
別
障
害
者
以
外
の
湾
審

者
」
に
改
め
る
。

第
一
一
百
七
条
第
一
号
中
「
第
七
十
六
条
第
五
項
第
二
ぎ
を
「
筋
七
十
六
条
第
六
寝
第
一
号
い
に
改
め
る
。

鰐
一
一
一
問
一
一
十
削
州
議
の
現
第
一
一
明
第
一
号
ゆ
「
第
一
一
条
第
一
一
一
璃
第
一
号
か
ら
第
間
関
口
行
ま
で

〈
建
材
紙
〉
に
掲
げ
る
取
�
 
m
m

に
掲
げ
る
敦
引
に
あ
っ
て
は
、
同
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
捧
げ
る
取
引
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
に
係
る
も
の
む
限

る
。
)

で
向
項
に
議
定
す
る
先
物
取
引
に
該
当
す
る
も
の
」
を
「
第
二
条
第
三
項
(
定
義
〉
に
規
定
す
る
先
物
取
引
」
に
、

「
同
条
第
十
覆
第
一
号
ホ
」
を
「
同
条
第
十
現
第
一
号
ホ
か
ら
チ
ま
で
及
び
第
二
号
」
一
に
改
め
、

「
同
じ
。
)
」

の
下
に

「
又
は
外
山
由
商
品
市
議
取
引
〈
同
法
第
二
条
第
十
三
嘆
に
規
定
す
る
外
出
額
品
市
場
取
引
を
い
う
。
以
下
之
の
条
に
お
い
て

〈

t/ 

く

九

〈期間吋
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居
間
じ
。
)
」
を
加
え
、

の
下
に
「
及
び
第
三
号
」

「
商
品
先
物
取
引
の
」

を

「
高
品
先
物
敢
出
又
は
外
忠
商
品
市
場
取
引
の
」
に
改
め
、

ご
」
の
号
」

を
加
え
、
同
項
第
五
号
を
間
関
項
第
六
号
と
し
、
問
項
第
四
号
を
問
項
第
五
号
と
し
、
問
問
項
第
一
二
号

「
の
う
ち
、
問
項
第
一
時
か
ら
第
三
号
、
ま
で
に
掲
げ
る
設
計
れ
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
い
を
制
り
、

「
部
門
じ
。
〉

を
」
そ

吋
同
じ
。
〉
又
は
外
闇
市
場
ヂ
リ
パ
テ
ィ
ブ
敢
引
〈
持
続
第
二
条
購
二
十
一
一
一
項
に
規
定
す
る
外
阪
市
場
ヂ
パ
ソ
バ
デ
ィ

ブ

吋
う
そ
い
う
。
弘
下
こ
の
条
に
お
い
て
鰐
じ
。
〉
ぞ
い
に
、

「
市
機
ヂ
リ
バ
デ
ィ
ブ
取
引
の
委
託
い
を
「
市
場
デ
リ
パ

テ
ィ
ブ
教
訓
引
又
は
外
臨
市
場
デ
リ
パ
テ
ィ
ブ
取
引
の
繋
託
」
に
、

「
第
五
号
」
を
「
第
六
号
い
に
改
め
、
問
問
問
守
を
時
現
第

号
と
し
、
田
川
明
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

ん
総
額
務
品
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
(
商
品
先
物
取
引
法
第
二
条
第
十
沼
環
に
規
定
す
る
庖
頭
商
品
デ
リ
パ
テ
ィ
ブ
取
引

を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)
を
し
た
場
合

当
該
若
頭
露
日
間
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の
相
手
方
で
あ
る
薦

品
先
物
車
引
業
者
の
営
業
所
等
の
長
(
高
頭
商
品
デ
リ
パ
テ
ィ
ブ
取
引
引
の
取
次
ぎ
に
よ
り
当
該
商
品
先
物
敦
引
業
者
が

当
該
若
頭
蕗
品
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
辻
、
当
該
取
次
ぎ
そ
引
き
受
け
た
尚
品
先
物
歌
山
引
難
者
の

営
業
所
紘
一
?
の
長
〉

第
二
時
二

態
条
の
現
第
一
一
頂
期
一
号
中
「
商
品
先
物
取
引
い

の
下
記
「
、
外
調
随
品
市
場
取
引
又
は
沼
環
議
品
デ
ワ
パ 



テ
ィ
ブ
取
引
い
を
加
え
、
問
項
鏑
ニ
号
中
「
市
場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
」

の
下
に
「
、
外
調
市
場
デ
リ
パ
テ
ィ
ブ
取
引
い
を

加
え
る
。

第
一
一
一
段
二
十
冗
条
第
一
項
第
四
号
中
「
生
命
保
験
契
約
」
の
下
に
「
(
保
険
業
法
第
二
条
綿
一
一
一
環
(
定
義
〉
に
規
定
す
る

生
命
保
験
会
役
砦
し
く
は
同
条
第
八
項
に
燐
定
す
る
外
臨
生
命
謀
険
会
社
等
の
締
結
し
た
保
険
契
約
又
は
開
条
第
十
八
壊
に

規
定
、
ず
る
少
額
短
期
謀
険
業
者
の
締
総
し
た
こ
れ
に
類
す
る
保
険
契
約
を
い
い
、
当
銭
外
国
生
命
僻
険
会
社
等
が
留
外
に
お

い
て
締
結
し
た
も
の
を
除
く
。
第
六
号
に
お
い
て
問
じ
。
)
い
を
加
え
、

問
問
現
第
五
号
中
「
第
七
十
七
条
機
二
項
各
号
〈
地

護
保
険
料
摺
除
〉
に
掲
げ
る
拠
約
又
は
第
一
.
百
七
条
第
五
号
(
擦
泉
徴
収
義
務
)
に
掲
げ
る
契
終
い
を
「
損
害
間
体
験
契
約

(
保
験
業
法
第
二
条
鱗
四
項
に
規
定
す
る
損
害
保
験
会
社
若
し
く
は
同
条
第
九
墳
に
規
定
す
る
外
国
摸
安
課
険
会
社
等
の
鱗

織
し
た
保
険
細
川
約
又
は
同
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る
少
額
嬬
期
探
検
業
者
の
締
結
し
た
と
れ
に
類
す
る
保
険
契
約
を
い
い
、

当
該
外
調
損
害
一
保
験
会
社
等
が
圏
外
に
お
い
て
締
結
し
た
も
の
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
嵩
じ
。
〉
」
に
改
め
、
問
要
第
六

は
吋
中
「
又
は
掻
害
保
険
契
約
」
そ
で
損
害
保
倹
契
約
そ
の
組
こ
れ
ら
に
畑
糊
す
る
共
済
に
係
る
契
約
」
に
改
め
、
四
円
条
第
一
一

理
中
「
一
月
以
出
向
」

の
下
に
「
(
当
該
各
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
が
究
付
す
る
場
合
に
は
、

四
十
一
九
倍
以

内
)
い
を
加
え
る
。

旬正



2 る。
第
一
.
百
一
一
一
ト
八
条
第
一
一
明
中
叶
所
得
税
の
額
)
い

の
下
に
「
若
し
く
は
鍛
苔

…
…
条
第
一
頃
第
一
号
若
し
く
は
第
…
一
璃

第
…
号
〈
給
与
等
に
つ
ざ
糠
泉
徴
叙
授
受
け
な
い
場
合
の
申
告
〉
に
規
定
す
る
一
般
得
税
の
轍
」
を
加
え
、
一
「
五
年
い
を

年
」
に
、

「
五
百
万
円
」
を
「
千
万
部
ど
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
五
百
万
田
け
を
こ
え
る

γ
を
「
千
万
田
川
を
超
え
る
」

A

。』、一
項
」
を
「
品
約
一
棟
」

そ
の
」
に
改
め
、

「
、
五
百
万
丹
を
と
え
一
」
を
つ
千
万
円
を
担
え
」
ヒ
改
め
る
。

第
一
一
百
一
一
一
十
九
条
第
一
一
明
中
主
一
年
い
を
「
十
年
」
に
、

に、

コ
い
え
る
」

を
「
超
え
る
」
に
、

「
班
十
万
円
い
そ
ぶ
臼
万
丹
」
に
改
め
、
関
条
第
一
一
一
項
中

コ
」
れ
ら
の
現
」
を
「
問
項
」
に
、

コ
」
え
そ
の
」
を
「
超
え

日
開
項
を
同
条
第
圏
項
と
し
、
同
条
第
二
覆
を
詞
条
第
三
項
と
し
、
罰
条
第
一
一
四
円
の
次
に
次
の 

項
を
加
え

J

前
項
の
免
れ
た
所
得
税
の
額
が
務
万
円
安
鵡
え
る
と
き
は
、
情
状
に
よ
り
、
制
約
慣
例
の
罰
令
は
、
百
万
持
を
超
え
そ
の
免

れ
た
所
得
貌
の
額
に
相
当
す
る
金
額
以
下
と
す
る
と
と
が
で
き
る
。

第
二
百
毘
十
条
第
一
項
中
「
ゐ
二
年
い
を
「
十
年
」
に
、

「
五
万
田
川
」
を
「
一
一
隆
万

に
改
め
、
同
条
第
ニ
寝
中
「
百
万

内
を
と
え
る
い
そ
コ
一
百
万
円
品
化
趨
え
る
い
に
、

「
、
臨
万
円
そ
こ
え
ん
を
勺
二
道
万
円
を
餓
え
」
に
改
め
る
。

第
二
百
四
十
一
条
及
、
び
第
一
一
悶
白
四
十
二
条
中
コ
一
十
万
円
」
を
「
五
十
万
円
」
に
改
め
る
。

p
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第
計
六
一
冊
哨
昧
」

「
龍
一
録
達
紳
宮
古
昧
河
江
津
榔
温
帯 

調
瑚
昧 
州
立
澗
〉
!
寸
同
冷
澗
ハ
い
掴
(
井
榔
温
帯
地
明
白
主
同

8
謂
酒
抑
)
訂
誼
尚 
『
山 

副
本
浬
葡
瑚
昧
」
に
、

「
市
色
調
瑚
昧
日
〉 

仰」

条
行
」
に
改
め
る
。

(
法
人
税
法
の
一
部
改
正
)

を

法
人
税
法
(
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

J

m
E

目
次
中
「
第
三
目
還
付
金
等
(
第
二
十
六
条
|
第
一
一
十
八
条
)
」

八
条
)
」

。」、

「
分
割
等
前
事
業
年
度
等
に
お
け
る
連
結
法
人
間
取
引
の
損
益
」

取
引
の
損
益
」
に
、

「
第
六
百

繰
越
欠
損
金
(
第
八
十
一
条
の
九
・
第
八
十
一
条
の
九
の
一
一
)

8
ψ
d
F
H

M

O 


。

じV 

O 


を

π
U

「
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
法
人
の
聞
の

を

を

「
円
台 

m
s
l
π

四

耕
民 
『
以
門
什

J

第
七
目

「
第
三
目

第
四
目

連
結
法
人
間
取
引
の
損
益
(
第
八
十
一
条
の
十
)

受
贈
益
(
第
二
十
五
条
の
二
)

還
付
金
等
(
第
二
十
六
条
|
第
二
十

を

「
第
六
目

「
第
三
章

第
一
節

解
散

繰
越
欠

清
算
所



機
一
金
〈
第
八
十
一
条
の

-
第
八
十
一
条
の
十
〉
い
に
、

「
第
九
十
)
条
い
そ
「
鶏
官
一
一
十
条
」
に
、

l

i

i

得
に
対
す
る
法
人
税
及
、
び
継
締
等
の
場
合
の
課
税
の
特
側

の
場
舎
の
清
算
所
得
北
対
す
る
法
人
税

税
標
準
及
び
そ
の
計
算
(
第
九
十
二
条 

第
九
十
八
条
〉

額
の
計
算
(
第
九
十
九
条 

第
百
一
条
)

皆
、
粧
品
吋
及
び
還
舟
〈
第
百
二
条 

第
富
十
条
)

算
中
に
公
益
法
人
等
が
内
国
普
通
法
人
等
に
移
野
ず
る
場
合
の
特
例
〈
第
一
応
十
一
条
i
第
百
十
七
条
)

， 

/ 
九

ま王

第
一
款

第
二
款

第
三
款

強
畑
山
間
款

嬬
二
部

第
四
寧

第
五
章「

第
三
章

を

第
四
章

吏 青 出町
 

1

緩
続清 税 諜

青
色
市
中

更
正
及
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